
ｏ準
翠
―
多
■
６
引
星
秦

菫〉
■
９
撃
》
す⑫
υ
平
哲
利
以
秦
百
⑫
Ｗ
秦

）

ｏ準
翠
７
●
γ
象ヽ
多
１
４
Ａ
ｒ
⑫
＞
多
・

３
■
マ
ヽ
ヽ
ツ
多
■
Ｃ
コ
彗
撃
当
副

アヽ
コ

ツ
準
軍
多
γ
割
￥
⑫
乙
ン
乙
一
ｒ
Ｔ

アヽ
「
く

ツ
霧
０
多
園
中
以
Ｑ
熙
孝
艇
嬰

。準
撃
慟

マ
多
ｑ
イ
ｎ
／

，
コ
∠
ン
ヱ
・４
乙
一拌
軍

一

ｏ準
準
澤
以
多
マ
「
く
ツ
準
孝
国
墓
コ
熟
写

，

昇
秦
百
以
ヾ
嬌
当
ι
ふ

マ
平
回
日
単
Ｑ
回

引ヽ
脅
ヾ

ｏ準
撃
■
孝
艶
躍
＞
準
キ
働
）

％
「
昇
秦
百

７ヽ
Ｔ

，コ
灘
目
Ｑ
回
＞
■
マ

「
ａ

準ヽ
ｃ
孝
章
口一
一一一
●
η
瑯

ｏ準
以
日
単
副

一
＞
孝
利
以
ン
国
章

利ヽ
エ
ン
ヱ
・４
乙
一拌

ｏ準
準
゛
以
η
騨
￥
孝
Ｍ
￥
秦
百
⑫
ｌ
イ
４

■
４
１
血
ィ
隊
黎
ツ
Ｆ
コ
∠
ン
ヱ
・ズ
乙
一津

利ヽ
ュ
Ч
Ｋ
広
Ｔ
燿
騨
星
秦
鷺
灘
単
田
百爾

ｏ準
撃
ν
脅
百
多
Ｙ
ｌ
‘
■
準
妥
準

ヾ

コヽ
■
昇
酢
具
耳
計
⑫
擢
騨
星
秦
鷺
難

百ヽ
徹
⑫
コ
影

百ヽ
口￥
影

⑫

（肇
ｖ〉
鯛
目

陥
暑
⑫
α
γ
⑫
具
ヨ
）
Э
ｄ
Ｓ

利ヽ
昇
Ｍ

￥

ｏ準
撃
●
ゞ
Ｙ
ι
影ヽ
孝
Ｍ
挙
以
６
聯
孝

判
濯
⑫
脅
ν
ヽ
く

「ヽ
コ
濯
騨
酢
暫
）
Ｆ

ｏ準
以

難
多
理
タ
コ
■
薯
瀞
蓄
甲
⑫
獲
７
ツ
９
珊

脅
Ｃ
ｌ
イ
ー
広
酵
醤
⑫
箭
Ｉ

利ヽ
●
ツ
マ

早ヽ
苺
艇
当
ツ
準
駈
）
殺
数

多ヽ
泊
苺
勤
濯

ツ
準
鞠
渤
コ
鯛
Ю
著
孝
島
Ｍ
鰤

利ヽ
以
η

ア
⑫
¶
ツ
澤
２
６
γ
Ｑ
瑠
衡
γ
百
ユ
雀
Ｉ

ｏ準
準
ａ
マ
ゞ
マ
「
く
ツ
ν
準
蒸
多
ρ
秦
孝
鯛

聡
ψ
γ
６
斡
尋
沼
Ｉ

利ヽ
以
秦
百
箭
Ｉ

ｏ準
準
ヽ
秦
「
朝
潤
軍
尋
マ
「
颯７
●
以
■

と
渤
ａ
）

Ｇ
ｑ
Ｏ
理
響
一尋
）
Ｆ

働ヽ
鉢
以

ν
ヾ
喜
濯
ゞ
戦
燿
ツ
澤
０
多
迎
ψ
鰤
雌
聯

利ヽ
以
Ｈ
κ
乙
一４
ｉ
ｎ
イ
単
喜
静
車
中
百Ｔ

ｏ準
以
担

筈
●
■
薫
↓
７
「
く
ツ
和
科
澤
睡
７
７
７
１

９
■

αヽ
７
●
■
澤
以
多
マ
「
くツ
百
看
軍

，
ヮ
「
く
マ
７
●
以
γ
渤ヽ
＞
孝
癖
澤
鷹
コ
⑫

，
⑫
ツ
鰤
雌
野

多ヽ
準
以
判
裡
ツ
■
マ
董

利
鰤
雌
聯

利ヽ
以
争
Ｉ
ツ
準
耐
暫
鮮
聯
孝

）
「
い
ｏ準
０
マ
ー
宰
ヾ
Ｋ
乙
一エ
ツ
宰
０
多

マ
「
ヽ
ツ
百
尋
■
辮
⑦
Ｙ
と
草

ｑヽ
κ
ユ
）

「
“
ツ
澤
０
多
秦
百
⑫
パ
１
４
イ
ツ
Ｐ
蟹
像

）
「
い
⑫
百
百
Ｙ

利ヽ
⑫
ツ
■
マ
写
Ｙ

，
２
濯

寧
⑫
「
く
コ

７ヽ
ι
⑫ヽ
離
Ｉ
⑫
醍
爾
）
Ｐ

ｏ準
準
慟
多
Ｔ
働
翠
１

，
マ

αヽ
γ

ツ
果
以
叫
乎
ゞ
百
↓
＞
孝
労
凶
引
冨
協
離

娑ヽ
準
ユ
⑫
ｌ
■
イ
エ
イ
４
９
γ
９ヽ
「
配
圏

酢
冨
■
東
鼎
Ｏ
Ｆ
コ
士
★

利ヽ
ｙ
レ
イ

ｏ準
準
●
以
ｑ

孝
Ｍ
￥
癖
乙
κ
イ
Ｙ
雪
童

ηヽ
田
陛
孝
ｃ

８
⑫
ｙ
ン
ィ

艶ヽ
鷺
多
泊
Ч
Ｉ
Ｅ
４
⑫
コ

離
ｇ
Ｉ

秦ヽ
百
⑫
戦
裡

利ヽ
ユ

「
γ
働
＞

α
ψ
」
―
イ
４
■
鷺
瀞
獲
軍
鰹
単
多
野

ｏ準
撃
γ
Ｋ尋
以
●
６
「
ｕ
８

以
■
ツ

）ヽ
＞
η
苺
υ
Ψ
⑫
酪
爾
）
「
い山
ｖ

淵
Ｗ

一　

９ヽ
癖
η
Ч
夏
）
穀
孝
濯
纂
影
準

以ヽ
Ｇ
鱗
尋
コ
孝
イ
ツ

）ヽ。
γ
■
勃
溝
脅
甲
キ

勤
濯
γ
ν
ヾ
冒
下日

利ヽ
昇
Ｍ
孝
⑫
濯
騨

ｏ準
以
冒
下灌
⑫
膳
濯
騨
ツ
ν
Ｙ

和
要
像
７
７

，
３
■
利
⑫
ツ
準
熙
）Ｔ

多ヽ

準
翠
ａ

，
ソ
ヾ
￥
Ｉ
冒
下障
ソ
ン
フ
ツ

０ヽ

９
１
燿
騨
ツ
準
単
尋
勤
燿
星
秦
像
鯛
猟
勤

⑫
甲
聯

劇ヽ
ν
７
１
濯
騨
孝
鯛
園
中
⑫
ツ

γ
７
７
６

ｏ準
準
６
９
１
裡
騨
７
●
以
ν

ヾ
立
一留
コ
９
９
「
く９
９
９
多
コ
■
）一早
倉
き

ィ
ツ
）ヽ。
田
陥
躍
⑫
Ｏ
＞

０
士
ツ
Ｔ
コ
百
「靴

⑫
迎
影
を
営
業
影
＞
働
ユ
コ
ン

コヽ
ν
マ

，
燿
騨
７
●
以
ソ
ヾ
勤
薫
多
割
〓γ
孝
ι
ｆヽ

⑦
燿
騨
予
瀞

νヽ
ヾ
喜
濯
多
コ
ユ
ー
イ
∠

４
コ
ミ
と
イ
パ
ユ
イ
ム
４
Ｅ
４
４

Ｔ
た
い
ロ

エ

ｏ準
０
準
ゞ
準
薄
利
勤
裡
⑫
出
艶
躍
γ

ν
ヾ
墓
濯
０
「
ツヽ

ｏ準
準
●
以
２
ヾ
勤
票

多
γ
ｌ
広
秦
百
⑫
９
γ
多
貴
尋
離
Ｉ
⑫
了

暫
）
Ｐ
ゞ
昇
秦
百
⑫
副

一　

αヽ
Ｑ
利
尋
７

γ
，
３
■

こヽ
裡
騨
酪
暫
）
Ｆ
⑫
＞
多 薫

省

争
Ｉ
η
郭
罷
田
帥
躍
ユ
彗
ｆ
～
′
晏

ｏ準
準
●
〕田
７
●
γ
）
以

暫
「

，
マ
マ
膊
童

以ヽ
〕早
降
⑫

「
Ｍ
￥
秦

百

＝
１

広
」
「
Ｙ
＞
り
を
身
Ｍ
半

＝
Ч
ａ
」

「
勤
燿

＝
／
■
」

孝ヽ
秦
百
静

Ｉ
ツ
７
９

影
以
●
鮮
コ
燿
騨
酪
７
）
Ｆ

利ヽ
回
↓

ｏ）
ι
ｆ

η
２
●
■
利
以
⑫
ツ
ν
脅
百

）
当
百
平
孝
ι
Ｔヽ
⑦
「
く
０
選
騨
⑫
＞
ジ
寺
脅

ｏ準
，

■
絆
⑫
★
百
推
ユ
〉
肇
⑫
丁
寺
シ
聯

秦
）
⑫
日
ツ
？

ツヽ
和
繁
コ
燿
騨
耐
暫
）

「
“
０％
γ

，
Ｐ
■
７
γ
γヽ
「
ヽ
ア

「
Ｃ
利
％

コ
γ
⊇
」
み
ご
千
η
宰
Ｙ
ア
Ｑ
和
じ

Ｏ準
撃

γ
首ヽ
多
鯵
⑫
百
口業
影
⑫
箭
Ｉ
ツ
和
）
ρ
洵

ァ

「
利
７
コ
γ
コ
」

利ヽ
０
研
丹
□
Ｙ

ｏ手
準
宰
●
以
ν
準
７
●
狛
「

）
η
⑫
陥
顧

６ヽ
割
尋
Ｙ
Ｖ
ア
ク
フ
多
％

７
，
７
■
⑫
γ
ヾ
＞
γ

アヽ
ツ
フ
）
慶
多

曽
一ν
脅
■
撃
引
口
Ｙ
輪
顧
ゞ
Ｙ
ｙ
面
Ｙ

o9 K?囚ετoτ鈴拳軍n豊ビ

Yヽ
′

り

早
M
華
7
彗
f
;

」
¬

年角〉CO薫百争I

―馨騨9二需「厚摯動叫印里多コl富騨―

革角>C
O罷叫晶薫薯当
尋」署筆壼馨撃晶薫事当・尋黄当聾邸豆疇蓬コ故

い

、
、
´
′



見
学
中
に
は
、
工
場
で
働
く
人
の
姿
を

目
に
す
る
機
会
が
あ
り
ま
す
。
小
学
生
に

と

っ
て
働
く
場
と
し
て
の
工
場
は
未
知
の

世
界
で
す
。
作
業
着
を
身
に
着
け
、
ヘ
ル

メ
ッ
ト
や
防
毒
マ
ス
ク
を
装
着
し
た
作
業

員
の
姿
は
格
好
良
く
見
え
る
と
同
時
に
、

ご
み
処
理
が
大
変
な
仕
事
で
あ
る
こ
と
を

伝
え
る
き

っ
か
け
に
も
な
り
ま
す
。
と
く

に
、
手
選
別
で
の
危
険
物
除
去
作
業
は
、

安
全
な
ご
み
処
理
を
支
え
る
大
切
な
作
業

で
す
が
、
人
の
手
で
行

っ
て
い
る
こ
と
で

衝
撃
を
受
け
る
見
学
者
も
い
ま
す
。

ご
み
処
理
の
工
程
を
見
学
す
る
こ
と
は

機
械
を
見
る
こ
と
、
と
思
わ
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
そ
こ
に

「
伝
え
る
」
人
や

働
く
人
の
姿
が
あ

っ
て
こ
そ
、
本
当
の
意

味
で
理
解
に
つ
な
が
り
ま
す
。

コ
ト
～
多
様
な
目
的
に
こ
た
え
る
工
場

見
学ご

み
工
場
見
学
で
は
、
小
学
生
を
は
じ

め
と
し
た
環
境
学
習
や
３
Ｒ
意
識
の
向
上

ば
か
り
が
目
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

近
隣
の
住
民
の
方
は
、
近
く
に
で
き
た

ご
み
処
理
施
設
が
ど
の
よ
う
な
場
所
な
の

か
関
心
を
持

っ
て
訪
れ
ま
す
。
安
全
な
運

転
状
況
を
知
る
こ
と
で
安
心
に
つ
な
が
り

ま
す
。

高
齢
者
や
障
害
を
お
持
ち
の
方
の
場
合

は
、
体
力
に
合
わ
せ
て
楽
し
め
る
よ
う
に

配
慮
す
る
こ
と
で
、
娯
楽
の

一
環
と
し
て

見
学
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
収
集
運
搬
従
事
者
、
地
域
の
分

別
指
導
員
な
ど
、
ご
み
処
理
に
関
連
し
た

業
務
を
行
う
人
が
、
業
務
上
の
情
報
収
集

を
目
的
に
訪
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
夏
休
み
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
開

催
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
大
阪
市
の

舞
洲
工
場
に
は
街
歩
き
ツ
ア
ー
参
加
者
や
、

海
外
か
ら
の
観
光
客
が
訪
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

モ
ノ
・
ヒ
ト

・
コ
ト
の
視
点
で
つ
く
る

工
場
見
学

環
境
学
習
施
設
研
究
部
会
で
は
、
こ
れ

ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
施
設
に
お
い
て
、
熱
意

を
も

っ
て
先
進
的
に
取
り
組
む
環
境
学
習

の
事
例
を
見
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
、
そ

の

一
部
を
ご
紹
介
し
な
が
ら
整
理
を
し
ま

し
た
。

見
学

コ
ー
ス
を
整
備
す
る
に
あ
た

っ
て

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
ま
ず
は

「
見
学
者
に
何
を
伝
え
る

の
か
」
、
「地
域
に
と

っ
て
ど
の
よ
う
な
学

習
の
場
に
す
る
の
か
」
と

い
う
基
本
的
な

考
え
方
を
追
及
す

る
こ
と
が
大
切
で

す
。
さ
ら
に
モ
ノ
・

ヒ
ト

・
コ
ト
の
３

つ
の
視
点
で
建
設

か
ら
運
営
ま
で
を

見
通
し
た
議
論
を

行
う
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
、
本
稿

の
と
り
ま
と
め
の

な
か
で
あ
ら
た
め

て
確
信
で
き
ま
し

た
。
（
環
境
学
習

施
設
研
究
部
会
）

Ｗ

子どもたちの一番の楽しみ、クイズを出題する設備

こみがしつかり燃えていることを学ぶ炉内体験設備

注ロポイントで使う指差しパネルを手にしたボランティア

●連絡先●

環境学習施設研究部会

「環境学習施設研究部会」で検索すると、(―社)廃棄物資源循環学会環

境学習施設研究部会のベージがでてきます。同部会がfaceb(Юkの「環境

学習施設を考える会」も運営しています。
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